
議案第２号

杉並区印鑑条例の一部を改正する条例

上記の議案を提出する。

令和２年２月１２日

提出者 杉並区長 田 中 良

杉並区印鑑条例の一部を改正する条例

杉並区印鑑条例（昭和５０年杉並区条例第３４号）の一部を次のように改正する。

第３条第２項第２号中「成年被後見人」の次に「（法定代理人（復代理人を除く。

以下同じ。）が同行した上で、印鑑の登録を受ける意思を区長が確認できた者（以

下「意思確認成年被後見人」という。）を除く。）」を加える。

第４条に次の１項を加える。

２ 前項の規定にかかわらず、登録申請者が成年被後見人である場合にあつては、

法定代理人が同行した上で、印鑑を提示して、印鑑登録申請書により、自ら区長

に申請しなければならない。

第５条第１項中「前条本文」を「前条第１項本文」に、「又は同条ただし書」を

「同項ただし書」に改め、「ものであること」の次に「又は前条第２項の規定によ

る申請があつたときは、当該登録申請者が本人であること及び当該申請が本人の意

思に基づくものであること」を加え、同条第２項に次のただし書を加える。

ただし、当該登録申請者が成年被後見人である場合にあつては、法定代理人を

同行させた上で確認を行うものとする。

第５条第３項第２号を削り、同項中第３号を第２号とする。

第６条中「又は」を「若しくは」に改め、「ものであること」の次に「又は登録

申請者が本人であること及び申請が本人の意思に基づくものであること」を加える。

第９条第１項中「代理人」の次に「（印鑑の登録を受けた者が意思確認成年被後

見人である場合にあつては、法定代理人に限る。）」を加える。

第１０条中「き損」を「毀損」に改め、同条に次のただし書を加える。

ただし、当該印鑑登録者が意思確認成年被後見人である場合にあつては、法定

代理人が同行した上で申請しなければならない。



第１１条に次のただし書を加える。

ただし、当該印鑑登録者が意思確認成年被後見人である場合にあつては、法定

代理人が同行した上で届け出なければならない。

第１４条第１項に次のただし書を加える。

ただし、当該印鑑登録者が意思確認成年被後見人である場合にあつては、法定

代理人が同行した上で申請しなければならない。

第１４条第２項に次のただし書を加える。

ただし、当該印鑑登録者が意思確認成年被後見人である場合にあつては、法定

代理人が同行した上で申請しなければならない。

第１６条第１項中「登録申請者」の次に「（成年被後見人を除く。）」を、「印

鑑登録者」の次に「（意思確認成年被後見人を除く。）」を加え、同条第２項中

「前項」を「前２項」に改め、「を代理人」の次に「（登録申請者が成年被後見人

である場合にあつては、法定代理人）」を加え、同項を同条第３項とし、同条第１

項の次に次の１項を加える。

２ 登録申請者が成年被後見人である場合又は印鑑登録者が意思確認成年被後見人

である場合にあつては、第５条第２項及び第１０条の申請等を自ら行うことがで

きないときは、法定代理人により行うことができる。

第２０条中「印鑑登録者」の次に「（規則で定める者を除く。）」を加える。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。ただし、第５条第３項の改正規定は、令和

２年４月１日から施行する。

（提案理由）

印鑑の登録を受けることができる者の範囲を改める等の必要がある。
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杉並区印鑑条例の一部を改正する条例新旧対照表

新 条 例 旧 条 例

（登録資格） （登録資格）

第３条 略 第３条 略

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げ ２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げ

る者については、印鑑の登録を受ける る者については、印鑑の登録を受ける

ことができない。 ことができない。

(１) 略 (１) 略

(２) 成年被後見人（法定代理人（復 (２) 成年被後見人

代理人を除く。以下同じ。）が同行

した上で、印鑑の登録を受ける意思

を区長が確認できた者（以下「意思

確認成年被後見人」という。）を除

く。）

（登録申請） （登録申請）

第４条 略 第４条 略

２ 前項の規定にかかわらず、登録申請

者が成年被後見人である場合にあつて

は、法定代理人が同行した上で、印鑑

を提示して、印鑑登録申請書により、

自ら区長に申請しなければならない。

（登録申請の確認） （登録申請の確認）

第５条 区長は、前条第１項本文の規定 第５条 区長は、前条本文 の規定

による申請があつたときは、当該登録 による申請があつたときは、当該登録

申請者が本人であること、同項ただし 申請者が本人であること、又は同条た

書 の規定による申請があつたとき だし書の規定による申請があつたとき

は、当該申請が本人の意思に基づくも は、当該申請が本人の意思に基づくも

資 料
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のであること又は前条第２項の規定に のであること

よる申請があつたときは、当該登録申

請者が本人であること及び当該申請が

本人の意思に基づくものであることを を

確認しなければならない。 確認しなければならない。

２ 区長は、郵送その他適当と認める方 ２ 区長は、郵送その他適当と認める方

法により、登録申請者に対して文書で 法により、登録申請者に対して文書で

照会し、その回答書及び規則で定める 照会し、その回答書及び規則で定める

書類を登録申請者に持参させることに 書類を登録申請者に持参させることに

よつて前項の規定による確認を行うも よつて前項の規定による確認を行うも

のとする。ただし、当該登録申請者が のとする。

成年被後見人である場合にあつては、

法定代理人を同行させた上で確認を行

うものとする。

３ 前項の規定にかかわらず、区長は、 ３ 前項の規定にかかわらず、区長は、

次の各号のいずれかに掲げる場合にお 次の各号のいずれかに掲げる場合にお

いては、そのいずれかの文書によつ いては、そのいずれかの文書によつ

て、登録申請者が自ら申請した場合の て、登録申請者が自ら申請した場合の

本人であることの確認を行うことがで 本人であることの確認を行うことがで

きる。 きる。

(１) 略 (１) 略

(２) 東京都の区域内の他の特別区又

は市町村において、既に印鑑の登録

を受けている者が、その印鑑登録証

明書を添えて、登録申請者が本人で

あることを書面で保証したとき。

(２) 略 (３) 略

４ 略 ４ 略

（印鑑の登録） （印鑑の登録）
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第６条 区長は、前条の規定により登録 第６条 区長は、前条の規定により登録

申請者が本人であること若しくは申請 申請者が本人であること又は 申請

が本人の意思に基づくものであること が本人の意思に基づくものであること

又は登録申請者が本人であること及び

申請が本人の意思に基づくものである

ことを確認したときは、直ちにこれを を確認したときは、直ちにこれを

登録しなければならない。 登録しなければならない。

（印鑑登録証の交付等） （印鑑登録証の交付等）

第９条 区長は、印鑑の登録をしたとき 第９条 区長は、印鑑の登録をしたとき

は、印鑑の登録を受けている旨を証す は、印鑑の登録を受けている旨を証す

る書面（以下「印鑑登録証」とい る書面（以下「印鑑登録証」とい

う。）を当該印鑑の登録を受けた者又 う。）を当該印鑑の登録を受けた者又

はその代理人（印鑑の登録を受けた者 はその代理人

が意思確認成年被後見人である場合に

あつては、法定代理人に限る。）に対 に対

して直接交付する。 して直接交付する。

２ 略 ２ 略

（印鑑登録証の引替交付） （印鑑登録証の引替交付）

第１０条 印鑑登録を受けている者（以 第１０条 印鑑登録を受けている者（以

下「印鑑登録者」という。）は、印鑑 下「印鑑登録者」という。）は、印鑑

登録証が著しく汚損又は毀損したとき 登録証が著しく汚損又はき損したとき

は、印鑑登録証引替交付申請書に当該 は、印鑑登録証引替交付申請書に当該

印鑑登録証を添えて引替交付を申請す 印鑑登録証を添えて引替交付を申請す

ることができる。ただし、当該印鑑登 ることができる。

録者が意思確認成年被後見人である場

合にあつては、法定代理人が同行した

上で申請しなければならない。

（印鑑登録証亡失の届出） （印鑑登録証亡失の届出）

第１１条 印鑑登録者は、印鑑登録証を 第１１条 印鑑登録者は、印鑑登録証を
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亡失したときは、印鑑登録証亡失届に 亡失したときは、印鑑登録証亡失届に

より、区長に直ちにその旨を届け出な より、区長に直ちにその旨を届け出な

ければならない。ただし、当該印鑑登 ければならない。

録者が意思確認成年被後見人である場

合にあつては、法定代理人が同行した

上で届け出なければならない。

（登録廃止の申請） （登録廃止の申請）

第１４条 印鑑登録者は、印鑑の登録を 第１４条 印鑑登録者は、印鑑の登録を

廃止しようとするときは、印鑑登録廃 廃止しようとするときは、印鑑登録廃

止申請書に印鑑登録証を添えて、区長 止申請書に印鑑登録証を添えて、区長

に申請しなければならない。ただし、 に申請しなければならない。

当該印鑑登録者が意思確認成年被後見

人である場合にあつては、法定代理人

が同行した上で申請しなければならな

い。

２ 印鑑登録者は、登録されている印鑑 ２ 印鑑登録者は、登録されている印鑑

を亡失したときは、印鑑登録廃止申請 を亡失したときは、印鑑登録廃止申請

書に印鑑登録証を添えて、区長に直ち 書に印鑑登録証を添えて、区長に直ち

に当該印鑑の登録の廃止を申請しなけ に当該印鑑の登録の廃止を申請しなけ

ればならない。ただし、当該印鑑登録 ればならない。

者が意思確認成年被後見人である場合

にあつては、法定代理人が同行した上

で申請しなければならない。

（代理人） （代理人）

第１６条 登録申請者（成年被後見人を 第１６条 登録申請者

除く。）又は印鑑登録者（意思確認成 又は印鑑登録者

年被後見人を除く。）が、第５条第２ が、第５条第２

項、第１０条、第１１条及び第１４条 項、第１０条、第１１条及び第１４条

の申請等を自ら行うことができないと の申請等を自ら行うことができないと
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きは、委任の旨を証する書面を添え きは、委任の旨を証する書面を添え

て、代理人により行うことができる。 て、代理人により行うことができる。

２ 登録申請者が成年被後見人である場

合又は印鑑登録者が意思確認成年被後

見人である場合にあつては、第５条第

２項及び第１０条の申請等を自ら行う

ことができないときは、法定代理人に

より行うことができる。

３ 前２項の場合において、第５条第２ ２ 前項 の場合において、第５条第２

項の回答書の持参を代理人（登録申請 項の回答書の持参を代理人

者が成年被後見人である場合にあつて

は、法定代理人）が行うときは、当該 が行うときは、当該

代理人は、登録申請者及び当該代理人 代理人は、登録申請者及び当該代理人

に係る書類であつて規則で定めるもの に係る書類であつて規則で定めるもの

を持参しなければならない。 を持参しなければならない。

（多機能端末機による印鑑登録証明の申 （多機能端末機による印鑑登録証明の申

請等） 請等）

第２０条 前２条の規定にかかわらず、 第２０条 前２条の規定にかかわらず、

印鑑登録者（規則で定める者を除 印鑑登録者

く。）は、多機能端末機（民間事業者 は、多機能端末機（民間事業者

が設置した多様なサービスを提供する が設置した多様なサービスを提供する

機能を有する端末機で、区の電子計算 機能を有する端末機で、区の電子計算

機と電気通信回線で接続され、自動的 機と電気通信回線で接続され、自動的

に証明書を交付するものをいう。）に に証明書を交付するものをいう。）に

行政手続における特定の個人を識別す 行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律 るための番号の利用等に関する法律

（平成２５年法律第２７号）第２条第 （平成２５年法律第２７号）第２条第

７項に規定する個人番号カード（電子 ７項に規定する個人番号カード（電子

署名等に係る地方公共団体情報システ 署名等に係る地方公共団体情報システ
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ム機構の認証業務に関する法律（平成 ム機構の認証業務に関する法律（平成

１４年法律第１５３号）第２２条第７ １４年法律第１５３号）第２２条第７

項の規定により同条第１項に規定する 項の規定により同条第１項に規定する

利用者証明用電子証明書が記録されて 利用者証明用電子証明書が記録されて

いるものに限る。）を使用して自ら暗 いるものに限る。）を使用して自ら暗

証番号を入力することにより、印鑑登 証番号を入力することにより、印鑑登

録証明書の交付を申請し、その交付を 録証明書の交付を申請し、その交付を

受けることができる。 受けることができる。


